
                           

 

例年になく暑い日が多かった5月が終わろうとしています。生徒たちは確認テストや体

育祭などの行事に向けて一生懸命に学習や活動に取り組んでいました。 

5月24日に体育祭が開催されました。前日の雨により、グラウンドコンディションが整

わず、開始時刻を遅らせ、一部プログラムを入れ替えて開催いたしました。平日にもかか

わらず、多くの保護者の皆様に参観いただきありがとうございました。生徒たちも声援を

受けいつも以上のパフォーマンスを発揮できたことと思います。 

5月1日に朝会を行いました。そこで生徒たちに、学校生活を送る上で大切にしてほしい

ことについて話をしましたので、それを転載いたします。ご家庭でも話題にしていただけ

たら幸いです。 
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今日は皆さんに、学校生活を送る上で大切にしてほしいことについて、お話しします。 

それは、「日々、感謝と奉仕」という言葉です。言葉自体は簡単ですよね。「日々」は

毎日、「感謝」は人に対してありがとうという気持ちを持つ。「奉仕」は人のために見返

りを求めずに何かをする。これは、校長先生の大好きだった中学校時代の恩師が、使って

いた言葉です。ちょっと深い言葉だと思いませんか。 

今から20年ほど前に「ペイ・フォワード 可能の王国」という映画がありました。見た

ことがある人もいるかもしれませんね。簡単に説明しますと、11歳の少年が先生に、「世

界をより良くする方法とは？そして自分にできることとは？｣という課題を出され、主人公

の答えは｢ペイ・フォワード｣という親切の連鎖。｢3人に親切をする。その3人は別の人に

親切を渡す。そうすれば世界に親切の連鎖が広がるはずだ｣という考えでした。一見、彼の

周囲は何も変わらなかったように見えましたが、善意の輪が本人には見えないところで

徐々に広がっていくというお話です。 

親切にしてくれた人に恩を返す「ペイ・バック」ではないところがこの考えのすごいと

ころです。「ペイ・フォワード」つまり、自分が受けた善意を他の誰かに渡すことで、善

意をその先につないでいくことで、想像もしない範囲にどんどん広がっていくのが見所で
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もあります。「ペイ・バック」が１対１の関係であるのに対して、「ペイ・フォワード」

は地理や時間軸を越えて無限に広がっていく可能性があるということです。 

今、世の中は、不安や不満を匿名のＳＮＳで発信して、世間を騒がせたり、人間関係を

ギスギスさせたりしていることが多いです。また、皆さんも毎日の学校生活の中でもなか

なか前向きになれないこともあるでしょう。そんなときには「ペイ・フォワード」の精神

で、ありがたかったことにきちんと「感謝」の気持ちを持って、その気持ちを他の人のた

めに役立てる「奉仕」を実行しましょう。そうすればきっと、下福田中学校はよりよくな

っていくことでしょう。そして、皆さんの家庭、地域へ広がり、やがて映画と同じよう

に、世界が少しずつよくなっていくことにつながると私は信じています。 

行動することが大切です。思いやりにあふれた下福田中学校にしていきましょう。 
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以上のような話をいたしました。リモート配信で生徒たちの反応は見られませんでした

が、心のどこかに残っていてくれるといいなと思っています。 

今後とも下福田中学校の生徒たちが、健やかに学校生活を送れるよう、保護者の皆様と

地域の方々とともに、教職員一同、見守り、支援をしてまいります。本校の教育活動にご

理解とご支援・ご協力をよろしくお願いします。 （校長  竹中 崇） 

 

 

６月 １日 （木） 生徒総会 

 ２日 （金） 新体力テスト①～④ 

 ５日 （月） 朝会 

 ６日 （火） 給食費集金  

 ８日 （木） 耳鼻科検診（1年） 

14～１６日 （水～金） 期末テスト 

 19日 （月） 2年保護者会 

 20日 （火） 1年遠足  3年午前授業 

21～23日 （水～金） 3年修学旅行 

 26日 （月） 引き渡し訓練 

 29日 （木） 芸術鑑賞⑤⑥ 

 30日 （金） 部活動壮行会⑤ 

    

今後の予定 


